
前
回
支
部
で
旅
行
を
し
た
の
は

２
０
１
９
年
９
月
25
日
「
勝
沼
の

ブ
ド
ウ
」
へ
は
36
名
の
参
加
で
の

日
帰
バ
ス
旅
行
で
し
た
。

昨
今
、
貸
し
切
り
バ
ス
で
の
旅

行
は
値
段
が
高
く
な
り
難
し
く
、

そ
れ
に
代
わ
る
も
の
と
し
て
ホ
テ

ル
の
送
迎
バ
ス
を
利
用
し
て
の
一

泊
旅
行
を
や
っ
て
み
る
事
に
し
ま

し
た
。
場
所
は
鬼
怒
川
温
泉
の

「
伊
東
園
ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
さ
く
ら
」

会
費
は
１
３
，
０
０
０
円
、
募
集

人
員
は
12
名
と
同
行
役
員
３
名
の

15
名
で
す
。
越
谷
市
の
国
保
、
後

期
高
齢
者
保
健
に
加
入
の
方
は
、

越
谷
市
の
宿
泊
助
成
制
度
を
使
っ

て
２
，
５
０
０
円
の
助
成
を
受
け

ま
し
た
。
ど
の
く
ら
い
応
募
が
あ

る
か
わ
か
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

応
募
者
は
６
名
（
高
橋
三
郎
、
飛

山
幸
夫
、
橋
本
勇
夫
、
市
東
房
江
、

石
山
博
、
大
滝
孝
子
さ
ん
）
、

応
募
の
少
な
い
分
は
役
員
５
人

（
宮
下
文
子
、
足
立
秀
機
、
長

谷
川
昌
弘
、
五
十
嵐
光
範
、
不

破
千
代
江
さ
ん
）
で
埋
め
11
名

で
し
た
。

７
月
２
日
（
火
）
９
時
30
分

に
新
越
谷
西
口
に
上
野
か
ら
の

バ
ス
が
到
着
、
他
の
お
客
さ
ま

も
乗
る
と
の
事
で
し
た
が
こ
の

日
は
空
い
て
お
り
大
型
バ
ス
に

乗
っ
て
い
た
の
は
20
人
ほ
ど
で
し

た
。
梅
雨
の
最
中
で
し
た
が
、
天

気
に
は
恵
ま
れ
ま
し
た
。
た
だ
、

貸
切
バ
ス
で
は
な
い
の
で
、
乗
っ

た
ら
す
ぐ
ビ
ー
ル
と
思
っ
て
い
た

人
は
期
待
が
は
ず
れ
ま
し
た
（
飲

食
不
可
で
し
た
）
。
東
北
自
動
車

道
の
佐
野
Ｓ
Ａ
で
休
憩
、
鬼
怒
川

の
ホ
テ
ル
に
は
12
時
半
前
に
到
着

し
ま
し
た
。
そ
の
後
バ
ス
は
湯
西

川
温
泉
に
む
か
い
ま
し
た
。

ホ
テ
ル
の
チ
ェ
ッ
ク
イ
ン
は
15

時
な
の
で
、
そ
れ
ま
で
は
部
屋
に

は
入
れ
ま
せ
ん
。
そ
れ
ま
で
は
自

由
行
動
と
い
う
事
で
、
何
人
か
ず

つ
に
分
か
れ
昼
食
を
と
り
近
所
を

散
策
し
ま
し
た
。
部
屋
は
３
室
、

女
性
４
人
、
男
性
４
人
、
３
人
と

別
れ
て
部
屋
に
入
り
、
楽
し
み
に

し
て
い
た
温
泉
へ
。
夕
食
は
18

時
か
ら
19
時
半
ま
で
バ
イ
キ
ン
グ
、

ア
ル
コ
ー
ル
飲
み
放
題
で
す
。
食

事
と
飲
物
も
値
段
の
割
に
は
良
か
っ

た
と
い
う
感
想
で
す
。
20
時
か
ら

22
時
ま
で
は
有
料
の
カ
ラ
オ
ケ
を

借
り
、
飲
み
も
の
、
食
べ
物
持
ち

込
み
可
で
２
時
間
楽
し
み
ま
し
た
。

今
回
の
参
加
メ
ン
バ
ー
は
北
部

カ
ラ
オ
ケ
、
カ
ラ
オ
ケ
ク
ラ
ブ
、

南
部
カ
ラ
オ
ケ
の
人
が
８
人
も
い

た
の
で
は
大
盛
り
上
が
り
で
し
た
。

も
ち
ろ
ん
カ
ラ
オ
ケ
ク
ラ
ブ
で

な
い
人
も
唄
い
ま
し
た
。

翌
朝
は
５
時
か
ら
お
風
呂
に
入

れ
ま
す
。
私
は
５
時
半
頃
に
露
店

風
呂
に
入
っ
て
い
る
と
、
近
く
で

カ
サ
カ
サ
音
が
し
ま
す
。
熊
か
と

思
い
身
構
え
る
と
猿
が
二
匹
走
っ

て
い
き
ま
し
た
。
私
は
大
浴
場
で

の
温
泉
に
５
回
入
る
事
を
目
標
に

し
て
い
ま
し
た
が
、
残
念
な
が
ら

４
回
で
終
わ
り
ま
し
た
。
７
時
半

か
ら
８
時
半
ま
で
朝
食
も
バ
イ
キ

ン
グ
で
す
。
朝
風
呂
に
入
っ
た
後

の
食
事
は
お
い
し
く
ご
飯
が
す
す

み
ま
し
た
。
チ
ェ
ッ
ク
ア
ウ
ト
は

11
時
、
帰
り
の
バ
ス
は
15
時
出
発

で
す
。
出
発
ま
で
は
自
由
行
動
と

い
う
こ
と
で
、
東
武
ワ
ー
ル
ド
ス

ク
エ
ア
に
行
く
人
７
人
、
鬼
怒
川

ラ
イ
ン
下
り
に
行
く
人
３
人
、
お

猿
の
山
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
に
行
く
人

１
人
に
わ
か
れ
ま
し
た
。
帰
り
の

バ
ス
も
行
き
と
同
じ
座
席
指
定
で

ガ
ラ
空
き
、
途
中
羽
生
Ｓ
Ａ
で
休

憩
の
後
、
18
時
に
新
越
谷
に
着
き

ま
し
た
。(

五
十
嵐)

(

２
面
に
続
く)

２０２４年７月１７日(水)発行 全日本年金者組合越谷支部ニュース『ねんきん越谷』 第３１４号

全日本年金者組合越谷支部

〒343-0845
埼玉県越谷市南越谷2-13-49

(越労連内)
TEL・FAX 048-989-2472

E-mail keyaki-n@biscuit.ocn.ne.jp

点

睛

「唯一の戦争被爆国
日本政府に核兵器禁止条約の署名・批准を求める署名」 に協力を！

み
ん
な
の
力
で

政
治
を
変
え
よ
う

２０２４年

３１４号
７月１７日（水）

今
の
岸
田
自
公
政
権
で
、
皆
さ
ん
日
本
の
未
来

に
希
望
が
持
て
ま
す
か
。

岸
田
政
権
の
デ
フ
レ
脱
却
対
策
と
し
て
は
、
人

任
せ
の
賃
金
引
上
げ
の
お
願
い
で
、
自
分
が
で
き

る
年
金
の
引
上
げ
は
、
物
価
上
昇
率
に
対
し
０
．

５
％
も
低
い
マ
ク
ロ
経
済
ス
ラ
イ
ド
を
適
用
（
２

年
間
で
１
％
も
減
額
）
し
、
年
金
生
活
者
を
ま
す

ま
す
圧
迫
す
る
政
策
し
か
実
行
せ
ず
、
国
民
の
不

満
が
噴
出
す
る
と
、
場
当
た
り
的
減
税
を
急
き
ょ

打
ち
出
し
た
が
、
給
与
明
細
書
に
所
得
減
税
分
を

明
記
す
る
よ
う
指
示
し
、
事
業
者
か
ら
大
ブ
ー
イ

ン
グ
を
浴
び
る
始
末
で
す
。

自
分
た
ち
は
自
民
党
の
裏
金
作
り
が
大
問
題
と

な
り
、
政
治
資
金
規
制
法
を
改
正
し
ま
し
た
が
、

今
ま
で
以
上
の
改
悪
法
で
、
ザ
ル
法
ど
こ
ろ
か
バ

ケ
ツ
の
底
が
抜
け
た
法
律
を
ヌ
ケ
ヌ
ケ
と
成
立
さ

せ
て
い
ま
す
。

そ
の
一
方
で
「
食
料
・
農
業
。
農
村
基
本
法
」

を
改
悪
し
食
料
の
自
給
率
を
後
退
さ
せ
る
内
容
で
、

最
悪
の
場
合
は
「
一
日
三
食
イ
モ
」
を
想
定
し
た

「
食
料
供
給
困
難
事
態
対
策
法
」
ま
で
用
意
す
る

と
い
う
有
様
で
す
。

ま
た
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
に
保
険
証
を
紐

付
け
た
保
険
証
の
利
用
率
は
、
７
．
７
％
ほ
ど
し

か
な
く
引
上
げ
の
た
め
に
又
も
税
金
を
投
入
す
る

と
い
う
、
馬
鹿
げ
た
施
策
し
か
出
せ
ま
せ
ん
。

現
に
災
害
等
で
電
気
が
利
用
で
き
な
け
れ
ば
、

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
は
使
い
物
に
な
り
ま
せ
ん
。

未
来
に
希
望
が
持
て
る
日
本
を
作
る
た
め
、
裏

金
作
り
に
ウ
ツ
ツ
を
抜
か
す
政
治
家
に
は
議
員
を

辞
め
て
も
ら
い
、
マ
ト
モ
に
国
民
の
生
活
を
守
っ

て
く
れ
る
国
会
議
員
を
選
ぼ
う
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

（
和
田
幸
雄
）

バ
ス
旅
行
（
５
年
ぶ
り
に
実
施
）

鬼
怒
川
温
泉
の
「
伊
東
園
ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
さ
く
ら
」


